
亀鶴公園は、「鶴が山」とその前に広がる宮池、池の中の亀島、亀
島に通じる中堤から成っています。
亀島までの幅20m・長さ200mの中堤の両側には約200本の桜

が植えられていて、東讃でも有数の桜の名所となっています。4月
の桜の花のトンネルが終わり、5月には桜の下のツツジが満開にな
り、宮池南側の花菖蒲園も見頃を迎えます。
池の中に浮かぶ亀島には、周囲を巡る遊歩道が整備され、自然林

や野鳥を楽しむ場ともなっています。

水面に映える桜のトンネルと花菖蒲で春を満喫
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DATA
開設面積：
所 在 地：
開設年次：
主要施設：
お問い合せ先：

▲花菖蒲▲亀島から神社へと続く長さ約200mの中堤

１９.０ha

さぬき市長尾名1673番地１他

昭和２４年６月１日

亀島、花菖蒲園、休憩所、藤棚

香川県交流推進部交流推進課交流施設活性化グループ

TEL（087）832－3359

さぬき市建設経済部商工観光課

TEL（087）894－1114

交通手段：

駐 車 場：

ことでん長尾駅から車で10分、またはさぬき市コミュニ

ティバス:JR志度駅発亀鶴公園下車

高松自動車道志度インターから車で20分

無料、250台

DATA

県営
W C 駐車場
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花菖蒲園 休憩所 

長尾総合公園 

さくら橋 

亀島 

蛇の池 

休憩所

休憩所

休憩所

休憩所

倉庫

噴水

宮　　池

藤棚 

中堤宇佐神社

鶴が山

○ 市 

瀬戸内海の多島美と桜をどうぞ

■桃
と　う

陵
りょう
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風
致
公
園
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県道善通寺多度津線 

県
道
丸
亀
詫
間
豊
浜
線 

 

● さぬ
き浜
街道
 

多度津港 

至詫
間 

至善通寺 
Ｊ
Ｒ
予
讃
線 

至善通寺 

多
度
津
町
役
場 

至丸亀 至丸亀 

JR土讃線 

DATA

▲美しいメロディーを奏でるカリヨン時計

▲一太郎やぁい像のある展望台

全国の一人当たり都市公園等面積が平成28年度末に約10.4㎡/人に達しまし
たが、東京都特別区など、既成市街地や人口・諸機能の集積が著しい地域では、
海外諸都市と比べ依然として低い水準にあり、一層の整備が求められています。

世界の都市と公園

16世紀中期に豪族の香川氏が居館を構えた本台山一帯にあり、展
望台や遊歩道が整備されています。公園北端の展望台からは、江戸
時代から明治にかけて金比羅詣りの舟や北前船で賑わった多度津港
や、瀬戸内海の青い海とともに多島美を眺望することができます。
公園内には約2,500本のソメイヨシノがあることから、県内でも

代表的な桜の名所となっています。桜の他にも春はツツジにフジ、
秋にはハギ、冬にはツバキが咲く花の名所となっています。
その他、カリヨン時計をはじめ、イベント広場や一太郎やぁい像

などがあり、自然に囲まれて過ごせる公園となっています。

県営

開設面積：
所 在 地：
開設年次：
主要施設：

お問い合せ先：

交通手段：

駐 車 場：

１０.１ha

多度津町桃山11番地５

昭和２２年１２月２５日

一太郎やぁい像、藤棚、カリヨン時計、動物舎、展望台、

休憩所､サクラ広場、音楽ホール

香川県交流推進部交流推進課交流施設活性化グループ

TEL（087）832－3359

多度津町産業課

TEL（0877）33－1113

ＪＲ多度津駅から車で10分、または徒歩25分

高松自動車道善通寺インターから車で15分

無料、34台

W C 展望台駐車場 広　場遊 具 その他教養施設
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▲手前はコモンウエルスパーク（豪）

諸外国の都市における公園の現況（㎡/人） 

東京23区（※） 
日本 

ワシントンＤ．Ｃ 
アメリカ 

ロンドン 
イギリス 

パリ 
フランス 

ニューヨーク 
アメリカ 

ウィーン 
オーストリア 

ベルリン 
ドイツ 

ストックホルム 
スウェーデン 

ソウル 
韓国 

出典：国土交通省報道発表資料（H25.12）　（※）東京23区は都市公園以外の公園を含んでいる。 
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長尾街道 

長尾総合公園 

 

 

長尾駅 
琴電長尾線 

亀鶴公園 
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さぬき市 
長尾支所 

さぬき東街道 

山頂広場

桃陵公園 
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